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Chapter 1: SPS のインストール案内

「SteelEye Protection Suite (SPS)インストールガイド」には、SPS環境をプランニングおよびインストー

ルする方法が記載されています。サーバ、ストレージデバイス、ネットワークコンポーネントをセットアップす

るために必要な手順の他、LifeKeeperのグラフィカルユーザインターフェース( GUI)の詳しい設定につい

ても示されます。

このガイドの手順をすべて終えれば、LifeKeeperおよびDataKeeperリソースを設定できる状態になりま

す。SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーションでは、SPS設定に必要な情報が記載されています。

システム要件

ハードウェアおよびソフトウェアの要件やバージョンの詳しいリストについては、 SPS for Linux リリースノー

トを参照してください。

また、SPSをインストールする前に、本書に記載されているプランニング作業およびハードウェア構成作

業を完了していることを確認してください。

テクニカルノート

詳しいトラブルシューティング、制限など、このソフトウェアに関連する情報については、「SPS for Linux
テクニカルドキュメンテーション」のテクニカルノート およびトラブルシューティングを参照してください。

SteelEye Protection Suite ソフトウェアのパッケージ

SteelEye Protection Suite (SPS) for Linux ソフトウェアは、1つのイメージファイル (sps.img)に入ってい

ます。

オプションのLifeKeeper Recovery Kitは、Coreパッケージの後にインストールされます。

SPS for Linuxのインストールイメージファイル

SPS for Linuxのイメージファイル (sps.img)には、インストールスクリプトのセットがあり、システムにSPS
をインストールするときに必要な、ユーザ対話型のシステム設定作業を実行するように設計されていま

す。インストールイメージファイルは、実行している Linuxのディストリビューションを特定し、一連のユーザ

の応答を使用して、 SPSのインストールが正常に完了するために必要なさまざまなパッケージをインス

トールします。サーバ間の通信を可能にする LifeKeeper API (steeleye-lkapi)もインストールされます。

重要な注記 :現在、このAPI は内部使用のみとして予約されていますが、将来のリリースではお客様

とサードパーティが使用できるように公開される可能性があります。
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SPS Core Package Cluster

ユーザに対する質問のタイプと順序は、使用している Linuxのディストリビューションによって異なります。

それぞれの質問をよく読んで、正しく回答してください。通常の状況では、インストールイメージファイル

に必要な各手順を完了するために、それぞれの質問に [Yes]で回答してください。

SPS for Linuxのイメージファイルには、Coreパッケージがあり、以下のソフトウェアパッケージが含まれま

す。

SPS Core Package Cluster
l LifeKeeper (steeleye-lk)。LifeKeeper Coreパッケージには、メモリ、CPU、OS、SCSIディスクサ

ブシステム、ファイルシステムなどの中核システムコンポーネント用のリカバリソフトウェアがありま

す。

l LifeKeeper GUI (steeleye-lkGUI)。LifeKeeper GUIパッケージは、LifeKeeperの管理および監

視用のグラフィカルユーザインターフェースです。

l DataKeeper (steeleye-lkDR)。DataKeeperパッケージは、インテントログ記録を使用するデータ

複製 (同期ミラーまたは非同期ミラー)を実行します。

l IP Recovery Kit (steeleye-lkIP)。LifeKeeper IP Recovery Kitは、 IPアドレスの自動リカバリ用

のスイッチオーバソフトウェアです。

l Raw I/O Recovery Kit (steeleye-lkRAW)。LifeKeeper Raw I/O Recovery Kitは、ロー I/Oを使

用してカーネルのバッファリングを迂回するアプリケーションをサポートします。

l CCISS Recovery Kit (steeleye-lkCCISS)。Hewlett-Packard (Compaq)のCCISSデバイスを

DataKeeperでサポートするオプションのパッケージ(このパッケージは SPSのインストールイメージフ

ァイル内にあり、DataKeeperと共にHPのストレージデバイス (CCISS)を使用する場合にのみイ

ンストールされる)。

l マニュアルページ (steeleye-lkMAN)。LifeKeeperマニュアルページパッケージは、LifeKeeper製
品のリファレンスマニュアルです。

オプションのリカバリソフトウェア

リカバリキットは、SPS Coreソフトウェアとは別にリリースされます。使用可能なリカバリキットとパッケージ

名の最新の総合リストについては、SPSテクニカルドキュメンテーションのApplication Recovery Kitsセ
クションを参照してください。
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Chapter 2: SPS LifeKeeper 環境の計画

以下のトピックは、SPS LifeKeeper for Linux クラスタ環境の定義に役立ちます。

サーバ構成のマッピング

以下のガイドラインを使用して、サーバ構成を文書化してください。

1. 使用する構成に対して、サーバ名、プロセッサの種類、メモリ、およびその他の I/Oデバイスを決

定してください。バックアップサーバを指定した場合には、プライマリサーバに障害が発生したとき

に、選択したサーバに処理を実行する能力があることを確認する必要があります。

2. 通信接続要件を決定してください。

重要 : クラスタ化された構成には、可能性として、2種類の通信要件 (クラスタ要件とユーザ要

件 )があります。

l クラスタ - LifeKeeperクラスタでは、サーバ間に少なくとも 2つのコミュニケーションパス (「ハートビー

ト」とも呼ばれます)が必要になります。この冗長性により、通信障害が原因で発生する「スプリ

ットブレイン」シナリオを回避することができます。独立した 2つのサブネットを使用する 2つの分

離した LANベースの (TCP)コミュニケーションパスが推奨され、これらの1つ以上をプライベート

ネットワークとして構成する必要があります。TCP とTTYのの組み合わせもサポートされていま

す。TTYコミュニケーションパスは、サーバのシリアルポート間で RS-232ヌルモデム通信を使用し

ます。

コミュニケーションパスを 1つしか使用しない場合、互いに通信する LifeKeeperクラスタ

内のシステムの機能に支障をきたす可能性があります。単一のコミュニケーションパスを

使用しているときに、そのコミュニケーションパスで障害が発生した場合、複数のシステム

上で同時に LifeKeeperの階層が使用可能になることがあります。これは、偽のフェイル

オーバまたは「スプリットブレイン」シナリオと呼ばれます。「スプリットブレイン」シナリオでは、

各サーバが、アプリケーションを制御できると認識しているため、データにアクセスしようとし

たり共有ストレージデバイスにデータを書き込もうとする場合があります。スプリットブレイン

シナリオを解決するために、LifeKeeperでは、サーバの電源をオフにしたり、再起動した

り、階層を使用できなくすることで、すべての共有データに対するデータの整合性を保証

することができます。また、TCPコミュニケーションパス上のネットワークトラフィックが大きくな

ると、偽のフェイルオーバやLifeKeeperが適切に初期化できなくなるなど、予期せぬ動

作が生じる可能性があります。

l ユーザ -ユーザトラフィックに対する代替のLAN接続、つまり、クラスタハートビートに使用するも

のとは別のLAN接続を用意することをお勧めします。ただし、(推奨通りに) 2つのTCPコミュニ

ケーションパスを構成した場合、これらのコミュニケーションパスのいずれかが、サーバに出入りする

その他のトラフィックとネットワークアドレスを共有することができます。

l 注記 :必要な場合にのみリソースを使用できるようにする場合は、Quorum/Witness Server
Support Package for LifeKeeperを利用することができます。
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LifeKeeperペアに対する構成マップの例

3. 共有リソースアクセス要件を確認して理解してください。共有ストレージを使用するクラスタは、

共有 SCSIバスまたはファイバチャネルループを利用できます。 LifeKeeperではリソースが1つの

サーバにロックされるため、ロックされたすべてのリソースへのアクセスが必要になるサーバは常時 1
つだけであることを確認する必要があります。LifeKeeperデバイスのロックは、論理ユニット (LUN)
レベルで行われます。アクティブ/アクティブ構成では、各階層が独自の一意のLUNにアクセスす

る必要があります。共通のLUNにアクセスするすべての階層は、同じサーバ上でアクティブ (稼
働中 )である必要があります。

4. 共有メモリ要件を決定してください。共有メモリおよびセマフォパラメータを設定する場合

は、LifeKeeperだけでなくサードパーティ製アプリケーションの共有メモリ要件も考慮に入れてくだ

さい。LifeKeeperの共有メモリ要件については、テクニカルノートの調整を参照してください。

LifeKeeperペアに対する構成マップの例

この構成マップの例は、ディスクアレイサブシステムを共有する LifeKeeperサーバのペアを図示していま

す。通常は、Server 1がアプリケーションを実行し、Server 2がバックアップサーバまたはセカンダリサーバ

になります。このケースでは、同時に 1つのサーバがディスクアレイのディスクストレージスペース全体を保

有しているので、ディスクリソースの競合はありません。ディスクアレイコントローラは「DAC」、SCSIホスト

アダプタ (パラレルSCSI、ファイバチャネルなど)は「SCSI HA」と表記されています。

サーバのペアが、最も単純な LifeKeeper構成となります。3つ以上のサーバで構成されるクラスタを計

画する場合、複数のサーバ間が適切に接続されるようにマッピングすることが非常に重要になります。

たとえば、多方向フェイルオーバ構成では、物理的な接続が存在しない場合でも LifeKeeper内のコミ

ュニケーションパスを定義することが可能です。カスケーディングフェイルオーバ機能を実現するために、各

サーバがクラスタ内の他のすべてのサーバへの物理的な接続パスを持つ必要があります。

ストレージとアダプタの要件

以下のガイドラインを使用して、ストレージとホストアダプタの要件を決定してください。

ストレージデバイス -アプリケーションのデータストレージ要件に基づいて、構成に必要なデータストレー

ジデバイスの種類と数を決定する必要があります。共有ファイルは、ディスクアレイサブシステム (RAID :
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ストレージとアダプタのオプション

Redundant Array of Inexpensive Disks)上に置く必要があります。LifeKeeperは、構成に使用できる

ハードウェアRAID周辺装置を多数サポートしています。サポートされている周辺装置のリストについて

は、ストレージとアダプタのオプションを参照してください。

ストレージデバイスの構成を計画する際には、以下の点を考慮してください。

l LifeKeeperでは物理ディスクまたは論理ユニット (LUN)レベルでリソースを管理し、その構成内

では同時に 1つのサーバのみが各物理ディスクまたは LUN上のリソースを利用できます。そのた

め、LifeKeeperの構成を始める前に、ディスク割り当ての計画を立てることをお勧めします。たと

えば、アクティブ/アクティブ構成の各階層は、独自の一意のLUNにアクセスする必要があるの

で、2ノードアクティブ/アクティブ構成の場合は最低 2つのLUNが必要になります。

l 一部のモデル固有の問題およびハードウェア構成の詳細については、ストレージとアダプタの構

成を参照してください。

アダプタ -構成の種類および周辺装置の数に基づいて、必要な SCSIまたはファイバチャネルホストア

ダプタの種類と数を決定してください。 選択するアダプタは、ドライバが使用できるように、LifeKeeperだ
けでなく使用している Linuxディストリビューションでもサポートされていることが重要です。サポートされて

いるホストアダプタのリストについては、サポートされているアダプタモデルを参照してください。 参照用

に、構成マップにホストアダプタを追加する必要があります。

ストレージとアダプタのオプション

以下の表には、共有ストレージ構成で LifeKeeperが現在サポートしているディスクアレイのストレージモ

デルおよびアダプタが一覧表示されています。ストレージまたはアダプタモデルごとに、認定の種類が示さ

れています。ストレージベンダが、ストレージアダプタモデルにリストされているものに関連するその他のアダ

プタモデルをサポートしている場合、LifeKeeper for Linuxはこれらのアダプタモデルもサポートします。これ

らのアレイおよびアダプタに対するドライババージョンおよびその他の構成要件については、ストレージおよ

びアダプタの構成を参照してください。

IPフェイルオーバのみを使用する非共有ストレージを含むLifeKeeper構成あるいは SteelEye Data
ReplicationまたはNetwork Attached Storageの使用時には、サポートされているディスクアレイおよび

アダプタは必要ありません。

サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

ADTX ArrayMasStor P パートナーのテスト

ArrayMasStor L パートナーのテスト

ArrayMasStor FC-II パートナーのテスト

Altix TP9100 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Baydel
Storage
Arrays

DAR3/5SE68C SIOS Technology
Corp.のテスト

DAR3/C/5SE68C SIOS Technology
Corp.のテスト

Consan CRD5440 SIOS Technology
Corp.のテスト

CRD7220 (f/w 3.00) SIOS Technology
Corp.のテスト

DataCore SANsymphony SIOS Technology
Corp.のテスト

Dell 650F (CLARiiON) SIOS Technology
Corp.のテスト

Dell | EMC
CX3−10c/CX3−40c/CX3−20c、CX3−80/CX3−40(F)/CX3−20(F)

パートナーのテスト

Dell | EMC CX300/CX600/CX400/CX700/CX500 SIOS Technology
Corp.のテスト

PowerVault ( Dell PERC、LSI Logic MegaRAID有り) SIOS Technology
Corp.のテスト

Dell MD3000 パートナーのテスト

Dell PowerVault MD3200/3220 パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Dell EqualLogic PS5000およびPS6000 パートナーのテスト

Dell EqualLogic PS4000、PS6500、PS6010E/S/X/XV/XVSおよ

びPS6510E/X
ベンダのサポートス

テートメント

Dell EqualLogic PS4100, PS4110, PS6100, PS6110 ベンダのサポートス

テートメント

EMC Symmetrix 3000 Series SIOS Technology
Corp.のテスト

Symmetrix 8000 Series ベンダのサポートス

テートメント

Symmetrix DMX/DMX2 パートナーのテスト

Symmetrix DMX3/DMX4 パートナーのテスト

Symmetrix VMAX Series パートナーのテスト

CLARiiON CX200、CX400、CX500、CX600、およびCX700 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

CLARiiON CX300 パートナーのテスト

CLARiX CX3-20 パートナーのテスト

CLaRiiON CX3FCおよび combo 40290 パートナーのテスト

CLaRiiON CX310c パートナーのテスト

CLaRiiON AX4 SIOS Technology
Corp.のテスト

CLaRiiON AX45 パートナーのテスト

CLaRiiON CX4-120、CX4-240、CX4-480、CX4-960 パートナーのテスト

VNX Series 5100/5300/5500/5700/750 ベンダのサポートス

テートメント

FalconStor FalconStor Network Storage Server (NSS) Version 6.15 パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Fujitsu ETERNUS3000 (PG-FC105、PG-FC106、または PG-FC107有
り)、シングルパスのみ 

パートナーのテスト

ETERNUS6000 (PG-FC106有り)、シングルパスのみ パートナーのテスト

ETERNUS4000Model 80およびModel 100 (PG-FC106、PG-
FC107、または PG-FC202有り)、シングルパスのみ

パートナーのテスト

FibreCAT S80 (注記を参照 ) パートナーのテスト

ETERNUS SX300 (PG-FC106または PG-FC107有り)、マルチ

パスのみ

パートナーのテスト

ETERNUS2000 Series:Model 50、Model 100、およびModel 200
(PG-FC202有り)、シングルパスおよびマルチパス構成

パートナーのテスト

ETERNUS4000 Series:Model 300およびModel 500 (PG-FC202
有り)、シングルパスおよびマルチパス構成

ベンダのサポートス

テートメント

ETERNUS DX60/DX80/DX90 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

ETERNUS DX60 S2/DX80 S2/DX90 S2 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント

ETERNUS DX410/DX440 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント

ETERNUS DX410 S2/DX440 S2 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント

ETERNUS DX8100/DX8400/DX8700 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント

ETERNUS VS850 ベンダのサポートス

テートメント
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Hitachi Data
Systems

HDS RAID 700 (VSP) パートナーのテスト

HDS 7700 ベンダのサポートス

テートメント

HDS 5800 ベンダのサポートス

テートメント

HDS 9570V パートナーのテスト

HDS 9970V パートナーのテスト

HDS 9980V パートナーのテスト

AMS 500 SIOS Technology
Corp.のテスト

SANRISE USP/NSC (TagmaStore USP/NSC) パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

BR1200 パートナーのテスト

BR1600 パートナーのテスト

BR1600E パートナーのテスト

BR1600S パートナーのテスト

AMS2010 パートナーのテスト

AMS2100 パートナーのテスト

AMS2300 パートナーのテスト

AMS2500 パートナーのテスト

Hitachi Unified Storage 110 (HUS 110) ベンダのサポートス

テートメント

Hitachi Unified Storage 130 (HUS 130) ベンダのサポートス

テートメント

Hitachi Unified Storage 150 (HUS 150) ベンダのサポートス

テートメント
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

HP/Compaq RA 4100 SIOS Technology
Corp.のテスト

SteelEye Protection Suite for Linux 15



サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

MA/RA 8000 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

MSA1000 / MSA1500 (アクティブ/アクティブおよびアクティブ/パッシ

ブファームウェア構成 )
SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

HP MSA1000 Small Business SAN Kit SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

HP P2000G3MSA FC(RHEL5.4上のDMMP有り) SIOS Technology
Corp.のテスト

HP P2000G3MSA SAS パートナーのテスト

HP P4000/P4300G2 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

HP P4000 VSA ベンダのサポートス

テートメント

HP P4500G2 ベンダのサポートス

テートメント

HP P6300 EVA FC パートナーのテスト

HP P9500 ベンダのサポートス

テートメント

HP XP20000/XP24000 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

3PAR T400 Fibre Channel パートナーのテスト

3PAR F200/F400/T800 Fibre Channel ベンダのサポートス

テートメント

3PAR V400 パートナーのテスト

EVA3000/5000 SIOS Technology
Corp.およびパー

トナーのテスト

EVA4X00/6X00/8X00 (XCS 6.xシリーズファームウェア) SIOS Technology
Corp.およびパー

トナーのテスト

EVA4400 パートナーのテスト

EVA6400/8400 パートナーのテスト

EVA8100 (XCS 6.xシリーズファームウェア) パートナーのテスト

MSA2000 Fibre Channel パートナーのテスト

MSA2000 iSCSI パートナーのテスト

MSA2000 SA パートナーのテスト

MSA 2300 Fibre Channel パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

MSA2300 i パートナーのテスト

MSA2300 SA パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

IBM FAStT200 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

FAStT500 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

DS4100 * パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

DS4200 パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

DS4300 (FAStT600) * SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

DS4400 (FAStT700) * SIOS Technology
Corp.のテスト

DS4500 (FAStT900) * SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

DS4700 パートナーのテスト

DS4800 パートナーのテスト

DS4300 (FAStT600) SIOS Technology
Corp.のテスト

DS4400 (FAStT700) SIOS Technology
Corp.のテスト

DS5000 パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

ESS Model 800 * SIOS Technology
Corp.のテスト

DS6800 * SIOS Technology
Corp.のテスト

DS8100 * SIOS Technology
Corp.のテスト

DS400 (シングルパスのみ) SIOS Technology
Corp.のテスト

DS3200 SIOS Technology
Corp.のテスト

DS3300 SIOS Technology
Corp.のテスト

DS3400 SIOS Technology
Corp.のテスト

DS3500 SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

IBM eServer xSeries Storage Solution Server Type445-R for
SANmelody

パートナーのテスト

IBM eServer xSeries Storage Solution Server Type445-FR for
SANmelody

パートナーのテスト

IBM SAN VolumeController *
*  IBM TotalStorage Proven

SIOS Technology
Corp.のテスト

IBM Storwize V7000 (Firmware Version 6.3.0.1) SIOS Technology
Corp.のテスト

JetStor JetStor II SIOS Technology
Corp.のテスト

MicroNet Genesis One ベンダのサポートス

テートメント

MTI Gladiator 2550 ベンダのサポートス

テートメント

Gladiator 3550 ベンダのサポートス

テートメント

Gladiator 3600 ベンダのサポートス

テートメント
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

NEC NEC iStorageM100 FC (SPS Recovery Kit使用時のシングルパ

スおよびマルチパス構成 )
パートナーのテスト

NEC iStorageM10e / M300 / M500 FC (SPS Recovery Kit使用

時のシングルパスおよびマルチパス構成 )
ベンダのサポートス

テートメント

NEC iStorage S500 / S1500 / S2500 (シングルパスのみ) SIOS Technology
Corp.のテスト

NEC iStorage S Series (SPS Recovery Kit使用時のシングルパ

スおよびマルチパス構成 )
ベンダのサポートス

テートメント

NEC iStorage D1-10 / D1-30 (SPS Recovery Kit使用時のシン

グルパスおよびマルチパス構成 )
ベンダのサポートス

テートメント

NEC iStorage D3-10 /  D1-10 (SPS Recovery Kit使用時のシン

グルパスおよびマルチパス構成 )
パートナーのテスト

NEC iStorage D3-10 / D3-30 (SPS Recovery Kit使用時のシン

グルパスおよびマルチパス構成 )
パートナーのテスト

NEC iStorage D8-10 / D8-20 / D8-30 (SPS Recovery Kit使用

時のシングルパスおよびマルチパス構成 )
パートナーのテスト
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Network
Appliance
(NetApp)

NAS ベンダのサポートス

テートメント

FAS2xx Series ベンダのサポートス

テートメント

FAS9xx Series ベンダのサポートス

テートメント

FAS2xxx Series ベンダのサポートス

テートメント

FAS3xxx Series ベンダのサポートス

テートメント

FAS6xxx Series ベンダのサポートス

テートメント

SAN ベンダのサポートス

テートメント

FAS3xxx Series (QLogic QLE246xおよびDMMP有り) ベンダのサポートス

テートメント

Newtech SweeperStor SATA パートナーのテスト

SweeperStor SAS パートナーのテスト

nStor NexStor 4320F パートナーのテスト

ProCom Reliant 1000 ベンダのサポートス

テートメント
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サポートされているストレージモデル

ベンダ ストレージモデル 認定

Radion Sys-
tems

Rack U2W ベンダのサポートス

テートメント

Microdisk U2W ベンダのサポートス

テートメント

SGI InfiniteStorage 4600 パートナーのテスト

Linux MPP ドライバ パートナーのテスト

SILVERstor Giant GT-3000シリーズ パートナーのテスト

Sun StorEdge 3310 パートナーのテスト

StorEdge 3510 FC (Sun StorEdge 2Gb PCI Single FC Network
Adapter有り)

パートナーのテスト

StorEdge 6130 FC (Sun StorEdge 2Gb PCI Single FC Network
Adapter有り)

パートナーのテスト

StorageTek 2540 (Sun StorageTek 4Gb PCI-E Dual FC Host
Bus Adapterまたは Sun StorageTek 4Gb PCI Dual FC Network
Adapter有り

パートナーのテスト

TID MassCareRAID パートナーのテスト

MassCareRAIDⅡ パートナーのテスト

Winchester
Systems

FlashDisk OpenRAID (SCSI) SIOS Technology
Corp.のテスト

FlashDisk OpenRAID (FC) SIOS Technology
Corp.のテスト

Xiotech Magnitude 3D SIOS Technology
Corp.のテスト
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サポートされているアダプタモデル

サポートされているアダプタモデル

アダプタ

の種類
アダプタモデル 認証

Differential
SCSI
Adapter

Adaptec 2944W、Adaptec 2944 UW、または

Adaptec 2940 U2W

Compaq 64bit PCI Dual Channel Wide Ultra2
SCSI Adapter

Compaq SA 5i、6i、532、および642 PCI Dual
Channel Wide Ultra3 SCSI Adapters

Dell PERC 2/DC、PERC 4/DC

LSI Logic MegaRAID Elite 1600 (Dell PERC 3/DC
はこのアダプタのOEMバージョンです)

Adaptec 39160

Adaptec ASR-2010S (Fujitsu PG-140C / CL) –注
記を参照

Adaptec ASR-3200S (Fujitsu PG-142B /C /D) –注
記を参照

LSI Logic MegaRAID SCSI 3200-2 (Fujitsu PC-
142E) –注記を参照

注記 : IPフェイルオーバのみを使用する非共有スト

レージを含むLifeKeeper構成あるいは SteelEye
Data Replicationの使用時には、これらのアダプタは

Fujitsuのテストを受けます。

SIOS Technology Corp.のテスト

SIOS Technology Corp.のテスト  

SIOS Technology Corp.のテスト  

SIOS Technology Corp.のテスト

SIOS Technology Corp.のテスト  

パートナーのテスト

ベンダのサポートステートメント  

ベンダのサポートステートメント  

ベンダのサポートステートメント
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サポートされているアダプタモデル

アダプタ

の種類
アダプタモデル 認証

Fibre
Channel

QLogic QLA 2100、QLogic QLA 2200、QLogic QLA
2340、QLogic QLA 200 (HP Q200)

HP StorageWorks 2GB 64-bit/133MHz PCI-X to
Fibre Channel Host Bus Adapter  (FCA2214)

Compaq 64 bit/66MHz Fibre Channel Host Bus
Adapter 120186-B21

Sun StorEdge 2Gb PCI Single FC Network
Adapter (OEMedQLogic QLA 2310)

Sun StorageTek 4Gb PCI-E Dual FC Host Bus
Adapter

Sun StorageTek 4Gb PCI Dual FC Network
Adapter

Emulex LP9002 (PG-FC105)、Emulex
LP1050、Emulex LP10000
(これらのアダプタに必要なドライバとバージョンについ

ては、Emulexのドライバを参照してください。)

HP QLogic QMH2462 4Gb FC HBA

Qlogic QLE2460 (4GbHBA)、Qlogic QLE2462
(4GbHBA)

FC1142SR 4GbシングルチャネルPCI-Express
Fibre Channelアダプタ

FC1242SR 4GbデュアルチャネルPCI-Express
Fibre Channelアダプタ

SIOS Technology Corp.のテスト

SIOS Technology Corp.のテスト

SIOS Technology Corp.のテスト  

パートナーのテスト  

パートナーのテスト

パートナーのテスト

SIOS Technology Corp.のテスト

パートナーのテスト

パートナーのテスト  

パートナーのテスト

パートナーのテスト

Serial
Attached
SCSI
(SAS)

DELL SAS 5/eアダプタ パートナーのテスト

SIOS Technology Corp.では、Fibre Channelのハブとスイッチを特に認証していません。これは、これら

のデバイスに対する LifeKeeper固有の既知の制限事項や要件がないためです。ストレージとアダプタ

の構成に示されたアレイについての注記が特にない限り、LifeKeeperではディスクアレイベンダがサポー

トするハブおよびスイッチを推奨します。
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Chapter 3: SPS LifeKeeper 環境のセットアップ

要件が決定され、LifeKeeper設定がマップされたので、このSPS LifeKeeper環境のコンポーネントをセ

ットアップすることができます。

注記 :一部のセットアップ作業は異なる順序で実行することが可能ですが、このリストは推奨された順

序で示されています。

Linux OS および関連する通信パッケージのインストール

SPS LifeKeeper for Linux ソフトウェアのインストールを実行する前に、最初に Linuxオペレーティングシ

ステムが正常にインストールされ稼動することを確認する必要があります。 完全なインストールの詳細

については、Linuxのディストリビューションに付属のLinux インストール手順書を参照してください。

注記 :

l 共有ストレージを接続して設定した後に Linuxをインストールすることも可能ですが、新しい周

辺装置を導入する前に、Linuxをインストールして実行する方が簡単な場合があります。

l SPS LifeKeeper for Linux インストールイメージファイルは、SPS LifeKeeperをシステムにインス

トールする前に必要なユーザ対話型システムセットアップタスクを実行するように設計された一連

のインストールスクリプトを提供します。

サーバと共有ストレージの接続

非共有ストレージ環境で LifeKeeperを使用することを計画している場合は、この情報をスキップできま

す。データレプリケーション (ミラーリング)環境で LifeKeeperを使用している場合は、この文書の

DataKeeperセクションを参照してください。ネットワーク接続ストレージ環境で LifeKeeperを使用してい

る場合は、LifeKeeper Network Attached Storage Recovery Kit管理ガイドを参照してください。

Linuxがインストールされたら、ホストアダプタおよび共有周辺装置のアドレスを設定する必要がありま

す。具体的な詳細については、アダプタおよびストレージデバイスに付属のドキュメンテーションを参照し

てください。

共有ストレージの設定

LifeKeeperでは、共有 SCSI (Small Computer System Interface)ホストアダプタおよび共有ディスク

ハードウェアの機能を使用して、障害が発生したサーバから指定のバックアップサーバにリソースを切り

替えるように設定できます。ファイバチャネルのストレージエリアネットワーク (SAN)も、障害の発生した

サーバから指定のバックアップサーバにリソースを切り替えるのに使用できます。

以下の作業を実行して、ディスクベースのアプリケーションリソース階層を作成し、LifeKeeperでフェイル

オーバ保護を提供できるようにしてください。
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ネットワーク設定の確認

1. ディスクおよびLUNのパーティションを分割してください。LifeKeeperの保護下にあるすべてのディ

スクのパーティションを分割する必要があるので、共有ディスクアレイは論理ユニット (LUN)に設

定する必要があります。ディスクアレイ管理ソフトウェアを使用して、この設定を実行してくださ

い。詳細な手順については、ディスクアレイソフトウェアのマニュアルを参照してください。

注記 :

l LifeKeeperでは LUNレベルでディスクをロックすることに注意してください。したがって、アクティブ/
スタンバイ設定では 1つのLUNが適切と考えられます。ただし、アクティブ/アクティブ設定を使用

する場合は、少なくとも 2つの別個のLUNを設定して、各階層が独自の一意のLUNにアクセ

スできるようにする必要があります。

2. 両方のサーバが共有ディスクを認識することを確認してください (fdiskコマンドなどを使用 )。作

成した LUNを Linuxが認識しない場合は、LifeKeeperも認識しません。

3. LifeKeeper階層でプライマリサーバとして使用するシステムから共有ディスク上のファイルシステム

を作成してください。ファイルシステムの管理に関する完全な手順については、Linuxのマニュア

ルを参照してください。

ネットワーク設定の確認

LifeKeeperをインストールする前に、ネットワークが適切に設定され動作することを確認することが重要

です。ネットワークの動作を確認するために、この時点で実行する必要のある作業を以下に示します。

1. サーバのインストールでファイアウォールが有効になっている場合は、LifeKeeperのポートを提供

するか、またはファイアウォールを無効にする必要があります。トピック「ファイアウォールがある場合

のLifeKeeperの実行」を参照してください。

2. 各サーバから、ローカルサーバを pingし、クラスタ内の他のサーバを pingしてください。pingが失

敗した場合には、必要なトラブルシューティングを行い、修正処置を実行してください。

3. サーバに複数のネットワークアダプタがある場合は、アダプタが異なるサブネット上にあるように設

定する必要があります。アダプタが同じサブネット上にある場合、TCP/IPは 2つ目のアダプタを

有効に利用できません。

4. localhostがクラスタ内の各サーバで解決可能であることを確認してください。DNSが実装されて

いない場合は、 /etc/hosts ファイルを編集して、 localhost名のエントリを追加してください。この

エントリは、ローカルサーバの IPアドレスをリストしたり、デフォルトのエントリ (127.0.0.1)をリストす

ることができます。 localhostが解決できない場合、LifeKeeper GUIが正常に機能しない可能

性があります。

5. DNSが実装されている場合は、LifeKeeperクラスタ内のサーバがDNSを使用して解決できる

ように設定されていることを確認してください。

6. 各サーバのホスト名が正しく、LifeKeeperをインストールした後に変更されないことを確認してく

ださい。後で LifeKeeperシステムのホスト名を変更するように決定した場合は、クラスタ内のす

べてのサーバについて以下の手順に従う必要があります。

a. 次のコマンドを使用して、クラスタ内のすべてのサーバ上のLifeKeeperを停止してくださ

い。

/opt/LifeKeeper/bin/lkstop
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VLAN インターフェースサポートマトリックス

b. Linux hostnameコマンドを使用して、サーバのホスト名を変更してください。

c. 続行する前に、新しいホスト名がクラスタ内の各サーバで解決可能であることを確認す

る必要があります (前の項目を参照 )。

d. クラスタ内の各サーバで次のコマンドを実行して、LifeKeeperのホスト名を更新してくださ

い。(詳細については、lk_chg_value(1M)を参照してください。)

/opt/LifeKeeper/bin/lk_chg_value -o oldhostname -n

newhostname

e. 次のコマンドを使用して LifeKeeperを起動してください。

/opt/LifeKeeper/bin/lkstart

LifeKeeper for Linux v7.xでは、コミュニケーションパスおよび IP リソース用のVLAN インターフェースがサ

ポートされています。VLAN インターフェースの種類は、以下に示すように選択することができます。

VLANインターフェースサポートマトリックス

-サポートなし \ xサポートあり

LK Linux v7.1以前のバージョン

VLAN_NAME_TYPE コミュニケーションパス IP リソース

DEV_PLUS_VID (eth0.0100) - x

DEV_PLUS_VID_NO_PAD (eth0.100) - x

VLAN_PLUS_VID (vlan0100) x x

VLAN_PLUS_VID_NO_PAD (vlan100) x x

LK Linux v7.2以降のバージョン

VLAN_NAME_TYPE コミュニケーションパス IP リソース

DEV_PLUS_VID (eth0.0100) x x

DEV_PLUS_VID_NO_PAD (eth0.100) x x

VLAN_PLUS_VID (vlan0100) x x

VLAN_PLUS_VID_NO_PAD (vlan100) x x

切り替え可能な IP アドレスの作成

切り替え可能な IPアドレスとは、サーバ間で切り替えることができる「仮想的な」IPアドレスです。各

サーバのネットワークインターフェースカードに関連付けられた IPアドレスとは別個のもので

す。LifeKeeperの保護下にあるアプリケーションは、切り替え可能な IPアドレスに関連付けられていま
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データベースアプリケーションのインストールとセットアップ

す。これにより、プライマリサーバで障害が発生した場合、その IPアドレスがバックアップサーバに「切り替

わり」ます。

切り替え可能な IPアドレスに対してリソース階層を設定することを計画している場合は、クラスタの各

サーバで以下の作業を実行する必要があります。

l コンピュータ名が正しく、変更されないことを確認する。

l pingコマンドを使用して切り替え可能な IPアドレスが一意であることを確認する。

l /etc/hosts ファイルを編集して、切り替え可能な IPアドレスごとにエントリを追加する。

詳細については、LifeKeeper for Linux IP Recovery Kitテクニカルドキュメンテーションを参照してくださ

い。

データベースアプリケーションのインストールとセットアップ

使用する環境に、Oracle、 Informix、DB2、MySQLなどの保護されたデータベースアプリケーションが含

まれている場合は、データベースに付属のドキュメンテーションを使用してアプリケーションをインストール

する必要があります。データベースが共有ファイルシステム上にあり、設定ファイルが共有ファイルシステ

ム上にあることを確認してください。実行可能ファイルは、ローカルまたは共有のファイルシステム上に置

くことができます。

LifeKeeperをインストールした後にアプリケーションをインストールすることも可能ですが、LifeKeeperの
保護下に置く前に、適切に設定され稼動することを確認するためにアプリケーションをテストする必要が

あります。インストールおよびセットアップ時のその他の考慮事項については、特定のLifeKeeperデータ

ベースリカバリキットドキュメンテーションを参照してください。
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Chapter 4: SteelEye Protection Suiteソフトウェアのインストール

Chapter 4: SteelEye Protection Suite ソフトウェアの
インストール

SPS設定の各サーバにSPSソフトウェアをインストールします。各 SPSサーバには、オプションの

LifeKeeperリカバリキットパッケージを含む、設定要件をサポートするために必要なパッケージが用意さ

れている必要があります。コアパッケージとそれに続くオプションのリカバリソフトウェアを含む、SPSインス

トールイメージファイル (sps.img)がインストールされます。

コアパッケージとそれに続くオプションのリカバリソフトウェアを含む、SPSインストールイメージファイル

(sps.img)がインストールされます。このイメージファイルは、システムへのSPSのインストール時に必要な

ユーザ対話型システムセットアップタスクを実行するように設計された一連のインストールスクリプトを提

供します。インストールイメージファイルによって、どのような Linuxディストリビューションを実行するかが識

別され、一連の質問と回答を通して、正常な SPSインストールを確保するために必要なさまざまなパ

ッケージがインストールされます。また、サーバのHost IDを取得および表示するためのユーティリティを提

供する、ライセンスユーティリティパッケージもインストールされます。Host IDは、SPSを実行するための

有効なライセンスを取得するために使用されます。

詳細については、 SPS for Linux リリースノート を参照してください。

注記 : これらのインストール手順は、読者がサーバにインストールされた Linuxオペレーティングシステム

に精通していることを前提としています。

重要 :

l 共有ストレージへのSPSのインストールはサポートされていません。各サーバのローカルディスク

に独自のコピーをインストールする必要があります。

l SPSパッケージはすべて、ディレクトリ /opt/LifeKeeperにインストールされます。

l LifeKeeperの既存バージョンを再インストールする場合、最初に、古い LifeKeeperパッケージを

削除する必要があります。標準のLifeKeeperのインストールには、既存のリソース階層の再定

義が必要になります。現在のリソース階層の定義を保持する場合は、 SPS for Linux リリース

ノート およびSPSのアップグレードを参照して、アップグレードの手順を確認してください。

l SPSのインストール時に LifeKeeper Distribution Enablingパッケージを参照するエラーメッセージ

が表示された場合、 SPSインストールイメージファイルで setupスクリプトを実行 /再実行する必

要があります。

LifeKeeper SPS ソフトウェアのインストールSPS ソフトウェア

SPSはお使いのLinuxディストリビューションに関わらず、コマンドラインでインストールされます。

1. 以下のコマンドを使用して、sps.imgファイルをマウントしてください。

mount PATH/IMAGE_NAME MOUNT_POINT -t iso9660 -o loop

ここで、PATHはspslk.imgファイルへのパスです
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LifeKeeper SPSソフトウェアのインストールSPSソフトウェア

IMAGE_NAMEはspslk.imgファイルの名前です
MOUNT_POINTはマウント位置へのパスです

2. sps.img マウントディレクトリに移動して、次のコマンドを入力してください。

./setup

3. インストール手順の間に何が行われるかを説明するテキストが表示されます。ここで行われる一

連の質問に対して、Yesの場合は「y」、No の場合は「n」と答えます。質問の種類と順序は、

お使いのLinuxディストリビューションによって異なります。

各質問をよく読んで、適切に回答してください。正常な SPSインストールに必要なすべての手

順を完了するために、各質問に対して Yes と答えることをお勧めします。

注記 : インストールイメージファイルは、共有ストレージデバイスまたはオプションのをサポートする

ためのカーネルモジュールをインストールすることができます。

カーネルのアップグレードに関する重要な情報 :SPSは一般的にいくつかの機能をサ

ポートするためカーネルモジュールをインストールします。 ;そのため、RedHatシステムで

カーネルパッチの適用 /カーネルのアップグレードを実施する際に、インストールメディアから

./setupスクリプトを再度実行し、SPSの一部としてインストールしたカーネルを新しい

カーネルとして有効にしてください。この操作を実施しない場合は、SPS リソースを in
serviceおよび/もしくは保護できない状態のままになります。

4. ここでセットアップスクリプトが、ライセンスユーティリティのインストールを実行します。詳細について

は、ライセンスの取得とインストールを参照してください。

5. 次に、 SPSコアパッケージがインストールされます。

6. セットアップスクリプトで提示されたすべての質問に答えると、インストールが成功したことが示され

ます。

注記 :セットアップスクリプトの実行に関する追跡情報が、 /var/log/LK_install.logに保存されま

す。

注記 :アップグレードの際には、セットアップの実行前に LifeKeeperを停止するようにしてくださ

い。

7. クラスタの他のサーバにも SPSソフトウェアを適宜、同じ手順を使用してインストールしてくださ

い。

8. 次に、LifeKeeperのリカバリキットとオプションのソフトウェアパッケージを、個々のイメージファイル

から同じ手順を使用してインストールしてください。

アップグレード手順については、LifeKeeperのアップグレードを参照してください。
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Chapter 5: ライセンスの取得とインストール

SPS LifeKeeper for Linuxでは、サーバごとに固有のライセンスが必要になります。このライセンスはラン

タイムライセンスです。 つまり、ライセンスがなくても LifeKeeper SPSをインストールできますが、製品を

正常に起動して実行するには、ライセンスをインストールする必要があります。

注記 : RHEL 6.1と共に新しいハードウェアを使用する場合は、LifeKeeper SPS for Linux トラブルシ

ューティングセクションにあるRHEL 6.1の既知の問題を参照してください。  

インストールスクリプトは、サーバのHost IDを取得して表示するラインセンスユーティリティパッケージをイ

ンストールします。(インストールスクリプトを介して表示されるHost IDは、常にMACアドレスのHost ID
になります。 IPアドレスのHost IDを使用する場合は、インターネット Host IDの取得トピックを参照し

てください。) Host IDを、SteelEye Protection Suite LifeKeeperソフトウェアで提供された Entitlement
ID (認証コード )と共に使用して、 SteelEye Protection Suite LifeKeeperを実行するために必要なパー

マネントライセンスを取得します。 このプロセスを以下の図に示します。

注記 : ソフトウェアパッケージごとに、サーバごとのライセンスが必要になります。

以下の手順を実行して、LifeKeeper SPSクラスタ内の各サーバに対するライセンスを取得してインス

トールしてください。

1. Host ID を取得してください。インストールセットアップスクリプトのライセンスユーティリティで表示

されるHost IDをメモしてください。Host IDは、ライセンスを取得するシステムで

/opt/LifeKeeper/bin/lmhostidを実行して取得することもできます。

2. Host ID をノートに書き留めるか、ファイルに保存してください。ファイルに保存した場合は、そ
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プライマリネットワークのインターフェースを変更する場合、ライセンスRehostが必要

のファイルをインターネットアクセスが可能なシステムにコピーしてください。ノートに書き留めた場

合は、そのノートをインターネットアクセスが可能なシステムのあるところに持って行ってください。

3. LifeKeeper Entitlement ID (認証コード )があることを確認してください。 ライセンスの取得に必

要な Entitlement IDを含むソフトウェアをメールで受け取っているはずです。

4. SIOS Technology Corp. ラインセンス管理ポータルでライセンスを取得してください。

a. インターネットアクセスが可能なシステムを使用して、SIOS Technology Corp. ライ

ンセンス管理ポータルにログインしてください。

b. [Manage Entitlements]を選択してください。

注記 :パスワードを変更する場合は、画面の右上隅にある [Profile]ボタ

ンを使用してください。

c. [Entitlement ID]を探して、行項目の左にあるボックスをオンにすることで、その

Entitlement IDに関連付けられた各 [Activation ID]を選択してください。

d. [Activate]タブを選択してください。

e. 必要なフィールドを定義して、[Next]を選択してください。

f. [Select Existing Host]をクリックして定義済みのホストを選択するか、[Add
New Host]を選択することで新しいホストを作成してください。

g. [Host ID]を入力して、[Okay]をクリックしてください。

h. [Host ID]の左にあるボックスをオンにして、[Generate]を選択してくださ

い。[Fulfillment ID]が [License Summary]画面に表示されます。

i. [Fulfillment ID]の左にあるボックスをオンにして、[Email License]タブを選択し

てください。

j. ラインセンスの送信先となる有効なメールアドレスを入力して、 [Send]を選択し

てください。

k. [Complete]を選択してください。

l. メールを取得してください。

m. ファイルを適切なシステムにコピーにしてください。

5. ラインセンスをインストールしてください。各システムで、ライセンスファイルを

/var/LifeKeeper/licenseにコピーするか、または各システム

で、/opt/LifeKeeper/bin/lkkeyinsを実行してファイルに対するファイル名 (フルパスを

含む)を指定してください。

プライマリネットワークのインターフェースを変更する場合、ライセンス
Rehostが必要

ライセンスユーティリティで使用するHost IDは、LifeKeeperサーバのプライマリネットワークインターフェー

スカード (NIC)から取得されます。LifeKeeperでは、起動するたびにライセンスが有効かどうかを確認し

ます。LifeKeeperサーバで、将来、NICの交換が必要になり、Host IDが変更されることになる場合
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インターネット /IPライセンス

は、次回 LifeKeeperを停止するときに、LifeKeeperを再起動する前にライセンスRehostを実行する

必要があります。SIOS Technology Corp. ライセンス管理ポータルにログインして、[Manage Licenses]
画面から [Support Actions/Rehost]を選択して、このRehostを実行してください。(注記 : Rehost
は、サポートに連絡することなく、6カ月に一度実行することができます。)

インターネット /IP ライセンス

インターネット /IPライセンスに関する情報については、LifeKeeper SPS for Linux トラブルシューティング

セクションの既知の問題およびインターネット Host IDの取得を参照してください。

サブスクリプションライセンス

サブスクリプションライセンスとは、更新機能を持つ期限付きライセンスです。評価版ライセンスと同様

に、更新せずに一定期間を過ぎるとライセンスが切れます。この更新プロセスを自動的に行うようにす

るには、以下の手順に従います。(注記 :サブスクリプション更新サービスでは、TCP/IPポート 443で
SIOS Technology Corp. ライセンス管理サーバにアクセスするためにインターネット接続が必要になりま

す。)

1. 次のコマンドを実行してください。/opt/LifeKeeper/bin/runSubscriptionService
start

2. プロンプトが表示されたら、(SIOS Technology Corp. カスタマー登録で取得した)ユーザIDとパス

ワードを入力してください。

前の手順が正常に実行された場合は、サブスクリプション更新サービスが実行されるようになり、バック

グラウンドで更新ステータスのチェックが定期的に行われます。特定の日数

(90、60、30、20、10、5、4、3、2、1)後に期限が切れるライセンスが見つかると、syslog
(/var/log/messages)に警告通知が送信され、ライセンスの更新が実行されます。新しいライセン

スのアクティベーションが可能な (このシステムのEntitlementに対して新しいアクティベーションが購入さ

れている)場合、自動的にアクティベーションが実行され、古いライセンスを交換するシステム上に新し

いライセンスがインストールされます。このシステムに対するライセンスが更新される (アクティベーションが

購入される)限り、このサービスにより、ユーザが操作することなく、システム上でライセンスのアップグレー

ドが確実に実行されます。

サブスクリプションライセンスのトラブルシューティング

エラーが発生した場合は、サポートに連絡する前に以下の作業を実行してください。

l LifeKeeper Logとsyslog (/var/log/messages)のエラーメッセージを確認してください。必要

に応じて、次のコマンドを実行してメッセージを取得してください。

/opt/LifeKeeper/bin/lmsubscribe --immediate

l SIOS Technology Corp. ライセンス管理ポータルにログインして、資格情報を確認してください。

l 次のコマンドを使用して資格情報を入力してください。

/opt/LifeKeeper/bin/lmsubscribe –-login

これが正常に実行された場合は、次のコマンドを実行してサービスを開始してください。

/opt/LifeKeeper/bin/runSubscriptionService start
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インターネット Host IDの取得

l ライセンス管理ポータルでパスワードを変更した場合は、次のコマンドを実行して、自動ライセ

ンス更新サービスをアップデートしてください。

/opt/LifeKeeper/bin/lmsubscribe --login

l ライセンス証明書の所有権が変更された場合は、SIOS Technology Corp.のサポート担当者

に連絡して、証明書を新しい所有者に移転してください。所有権が移転されたら、この新しい

資格情報を使用して自動ライセンス更新サービスをアップデートする必要があります。この操作

を実行するには、新しいユーザIDとパスワードを使用して次のコマンドを実行してください。

/opt/LifeKeeper/bin/lmsubscribe --login

インターネット Host IDの取得

マシンのインターネット Host IDを取得するには、 lmhostidを使用します。インターネット Host IDは、通

常、システムのプライマリネットワークインターフェースのプライマリ IPアドレスです。インターネット Host ID
は、Ethernet (またはMAC) Host IDの代替として使用することができ、VMクローンのためにMACアド

レスが変更される可能性がある仮想環境において望ましいと考えられます。

1. 次のコマンドを入力してください。

# /opt/LifeKeeper/bin/lmhostid -internet -n

2. プログラムから返される IDを記録してください。

例 :

# /opt/LifeKeeper/bin/lmhostid -internet -n 

"INTERNET=172.17.100.161"

注記 : この情報は、SIOS Technology Corp.から取得したパーマネントライセンスキーに記載されている

情報と一致する必要があります。

SPS LifeKeeper インストールの確認

SPS LifeKeeperパッケージが正しくインストールされていることを確認するには、コマンドラインで次のコマ

ンドを入力してください。

rpm -V <package name>

注記 :パッケージが正しくインストールされている場合、このコマンドは何も出力しません。

コマンドラインからクエリを実行するには、次のコマンドを入力してください。

   rpm -qi <package name>

注記 : このコマンドの予想される出力は、パッケージ情報です。

LifeKeeper SPS のアップグレード

SPS for Linuxは、既存のリソース階層を維持しながら、将来のリリースにアップグレードすることできま

す。この情報をよく検討して、アプリケーションのダウンタイムを最小限に抑えるようにしてください。
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LifeKeeper SPSのアップグレード

注記 : LifeKeeperは、LifeKeeper Version 7.4または Version 7.5からVersion 8.0にアップグレードする

ことができます。7.4または 7.5以外のバージョンからアップグレードする場合は、古いバージョンをアンイン

ストールしてから、 SteelEye Protection Suite for Linuxを再インストールする必要があります。古いバー

ジョンをアンインストールする代わりに、古いバージョンを 7.4または 7.5にアップグレードしてから、8.0への

アップグレードを実行する方法もあります。

注記 :アップグレード時に lkbackupを使用する場合は、lkbackup既知の問題を参照して、詳細

を確認してください。

1. 2つのノードのみを持つSPS クラスタをアップグレードする場合は、直接手順 2に進んでくださ

い。3つ以上のノードを持つSPSクラスタをアップグレードする場合は、すべてのアプリケーション

をこれからアップグレードするサーバから切り替えてください。この操作を実行するには、手動で行

うか、または LifeKeeperシャットダウン方法を「Switchover」に設定します。これによ

り、LifeKeeperが停止したり、サーバがシャットダウンしたときにアプリケーションが切り替えられま

す。

2. 必要に応じて、LifeKeeper SPSをアップグレードする前に、Linuxオペレーティングシステムをアッ

プグレードしてください。 オペレーティングシステムのアップグレードを実行する前に、アップグレード

するサーバのすべてのリソースを拡張解除することをお勧めします。

3. LifeKeeper SPSインストールイメージファイルを使用して、LifeKeeperをアップグレードしてくださ

い。 次のコマンドを使用して、 SPSインストールイメージファイルをマウントしてください。

mount PATH/IMAGE_NAME MOUNT_POINT -t iso9660 -o loop

ここで、PATHはイメージへのパスです
IMAGE_NAMEはイメージの名前です
MOUNT_POINTはマウント位置へのパスです

4. spslk.imgマウントディレクトリに移動して、次のコマンドを入力してください。

./setup

パッケージがアップグレードされていることを確認する情報メッセージが表示されます。

5. アップグレードが終了したら、LifeKeeper GUIを停止してから再起動し、更新されたGUI クライ

アントをロードしてください。

6. 3つ以上のノードを持つSPSクラスタをアップグレードする場合は、すべてのアプリケーションをこ

れからアップグレードするサーバから切り替えてください。

7. アップグレードするSPSクラスタのサーバごとに、この手順を繰り返してください。

注記 :同じバージョンおよびリリースのSPSは、1つのクラスタ内のすべてのシステムにインストールする必

要があります。一般的に、異なるバージョンまたはリリースのSPSの間には互換性がありません。ローリ

ングアップグレード以外の状況で、異なるバージョンまたはリリースが存在し、クラスタ内の別のシステム

で実行されている場合には、LifeKeeperを起動しないでください。
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